
 

平成３１年度入学試験問題（前期日程） 

 

化 学 
 

出題意図及び正答  

 

 
 

問題１   

 

出題意図 

酸素原子，水分子，塩化ナトリウムおよび塩化セシウムを例として，原子，分子およ

び結晶の構造の基本知識の理解（設問(1)，(3)と(5））と関連する化学変化の理解（設問

（2））があるかどうか，また，身近な物質の水を通して，物質の状態変化についての理

解と図を読み取る力やそれを説明する力（設問（4））を問うた。 

 

正答 

(1) 
ア：８  イ：２  ウ：６  エ：オゾン（あるいは O3） オ：共有  

カ：減少（低下） キ：４  ク：水素  ケ：分子   

(2) 
下線部①の化学反応式：  SO3 + H2O → H2SO4 

オキソ酸：  Ⓐ，Ⓓ，Ⓔ  

(3)  

(4) 

(a) 
沸点の変化：  低くなる  凝固点の変化：  高くなる  

理由：略  

(b) ○C  

(c) 略  

(d) 略  

(5) 

(a) NaCl 結晶における Cl−の配位数： 6 CsCl 結晶における Cl−の配位数： 8 

(b) 計 算

 

略  答  0.40 

(c) Na+：  32             Cl：  32             

※記述問題の正答例は開示していません  

 



問題２   

 

出題意図 

炭酸ナトリウムを題材としてその基本的な性質，製造方法から，中和滴定による混合

物の定量の実験，および使用する指示薬の化学平衡に関係する内容を出題した。理解度

を評価するため，基本的な用語や実験方法を理解できているか（設問(1)），酸と塩基の

反応や塩の性質の知識をふまえて化学反応式を記述できるか（設問(2)～(5)），中和反応

の実験操作や化学反応の量的関係を理解しているか（設問 (6)～(7)），電離定数と pH が

関与する基本的な計算力（設問(8)）を試した。 

 

正答 

(1) 
ア：アンモニアソー

ダ（ソルベー）  

イ：塩基（アルカリ）   

 

ウ：ホールピペット 

（メスピペット） 

エ：ビュレット  

（ビューレット）  

(2) 

理由：略  

加水分解反応：CO32 − + H2O  HCO3 − + OH−  ①   

HCO3 − + H2O  H2CO3 + OH− ②  

(3)  2NaOH + CO2 → Na2CO3 + H2O 

(4)  NaOH + HCl → NaCl + H2O，Na2CO3 + HCl → NaHCO3 + NaCl 

(5)  NaHCO3 + HCl → NaCl + H2O + CO2 

(6) 水酸化ナトリウム：  0.066 mol/L ，炭酸ナトリウム：  0.014 mol/L  

(7)  メチルオレンジ  または  メチルレッド  

(8) 

(a)  
 

 (b)   左  または  逆反応  

(c)  ： pH = 10.5 ： pH = 8.52  

(d)   HA：無色     A−：赤（紫）色  

※記述問題の正答例は開示していません 

 

 

 

 

 

 

 

 



問題３   

 

出題意図 

有機化合物の性質に基づく様々な反応結果から未知化合物の構造を決定する課題を通

して，反応の名称（設問(1)），化合物の名称や構造式（設問(2)(5)(6)(7）），高分子化合

物の反応式（設問(4)）など，有機化合物に関する基礎的知識を問うた。また燃焼から生

じる二酸化炭素の生成量（設問(3)）を問うことで，有機化学に必要となる計算力が身に

ついているかを試した。  
 

正答 

(1)  けん化  (2)  ヨードホルム  

(3)  4.26 L 

(4) 

名称：  テレフタル酸  

化学反応式：  
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(5)  
構造式：  

   

構造異性体の数： 7 個  

 

(6)  名称：  p-クレゾール   

 

構造式：   

   

(7)  
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問題４   

 

出題意図 

天然高分子化合物の構造や反応，および用語を設問(1)および(4)で問うた。設問 (2)お

よび(3)では，タンパク質の分析に関する理解や計算能力を問うた。日常生活において接

することの多い酵素について，化学の視点に立って理解しているかどうかを問うために，

触媒としての分子機構について説明させ，反応速度に関するグラフを読み取る能力を設

問(5)および(6)で試した。  

 

正答 

(1)  

ア：（α -）アミノ酸  イ：ペプチド（アミド）  ウ：単純  エ：複合  

オ：赤紫  カ：ビウレット  キ：アミノ  ク：基質特異性  

ケ：リパーゼ  コ：プロテアーゼ  サ：失活   

(2)  略  

(3)  計算過程：  略                  含有率：    35  % 

(4)  
(a) A の名称：    デキストリン  B の名称：  マルトース  

(b) マルターゼ  

(5)  
(a) 略  

(b) © 

(6)  略  

 ※記述問題の正答例は開示していません 


















